
あすなろだより９月号  
    広島市立美鈴が丘高等学校あすなろ会                

担当：1年 2組、2年 5組 

体育祭も終わり、次は１年生大学訪問、２年生は修学旅行がありますね♪ 今月のあす

なろだよりは夏のボランティア報告の続きと、児童館まつりのボランティア募集です。 

○夏のボランティア報告 part2 

 ぷちボラ体験スクール（佐伯区ボランティアセンター） 

●実際に障がいのある子どもたちと触れ合ってみて、感じたのは、

障がいのない子たちとほぼ何も変わらないな、ということです。障が

いがあるからといって特別に接するのではなく、とにかく笑顔で一緒

に楽しむことが何よりなのだなと思いました。 

●たった４日間だけでボランティアの楽しさや障がいのある子どもた

ち、被災した人たちなどについて多くの事を学べたと思います。 

 

広島・韓国青少年赤十字相互交流事業、国際交流プログラム 

●国際交流プログラムで韓国交流に参加した１年６組大村未由さんの感想です。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

私は、この日韓交流を通して様々なことを感じ、学ぶことができました。文化の違い、言語の違いな

ど、全てのことが日本とは違い、毎日とても楽しかったです。一番大切だと思ったのは、「伝える」という

ことです。韓国語、英語、ジェスチャー、何でもいいです。自分の感じている事、相手が感じている事

をどうにかして伝え合おうとするのが必要だと思います。それと、全力でその国を感じることです。せっか

く現地の人々と交流する貴重な体験が出来るのに、喋れないからといって、スマホをしたり、現地の

人々と交流しようとしなかったりするのはとてももったいないです。話すことだけがコミュニケーションをとる

方法ではないと思います。絵を描いて遊んだり、歌を歌ったり、たくさんの方法があります。そうすれば、

日本との違いがたくさん見えてくると思うし、私にはたくさん見えました。日本には自覚をしていないだけ

で、偏見、差別をしている人や、その様な風習が昔からあります。特に韓国に対しては、強い偏見、

差別があります。私はよくその様な人に出会います。けれどその様な考えの人は、大体がインターネッ

トの間違った情報や、周囲の大人による考えなどが影響されていて、自分の頭で考えて感じたことは

あまり入っていないのではないかと私は思っています。話したこともない人たちのことをイメージだけで追

いつめて国同士が対立し合うようになってそれが当たり前になってしまっているのが、理解できないし、

面白くありません。韓国に限らずです。とにかく関わってみてください。絶対自分の中のイメージと違うと

思います。気が遠くなってしまうくらい時間がかかるかもしれないけど、日韓関係が良くなり、両国での

差別、偏見が消えればいいと願っています。そして来年のこの企画にたくさんの人が参加すればいい

なと思います。 

今年は 11月 19日（日）

に行われます。昨年は

9 クラブ 206 名が参加

しました。今年も多く

のクラブの参加をよろ

しくお願いします。 

地域清掃のお知らせ 



○美鈴が丘児童館よりボランティアのお願いです。 

将来、教育・保育方面に進路を考えている人、一緒に参加しませんか？ 子どもたちと一緒に

児童館まつりを盛り上げましょう！ 参加希望者は下の申込書を家庭科まで提出してください。 

（１０月２日締切） 


